『東雲新聞』にみる在野儒学者の活動 ―山本梅崖・藤沢南岳の講演・漢詩文について― by 矢羽野 隆男


















党の再組織化を図り、翌年 月には後藤象二郎が大同 糾合し「丁亥倶楽部」結成した。これに対し政府 保安条令を発布、東京追放
となった星・兆民らは大阪に身を寄せた。こうして兆民を主筆に迎え新た 民権派の政論新聞として発刊されたのが 『東雲新聞』 である。　『東雲新聞』の最大の魅力は兆民の文章と個性であった。兆民はその思想と政治理論とを新聞に注ぎ込んだ。また同新聞が読者の支持を得たのは、大阪臨時重罪裁判所で連日開かれた大阪事件 公判を随時報じ ことにもよる。これは大井憲太郎ら国事犯被告に対する民衆の共感を呼び、その政治意識を高める役割を果たした　ところが大同団結を推進した後藤が、二十二年（一八八九）三月、
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は発行部数は朝日に迫ったが、兆民が編集の中心から退いて、二十三年以降は衰退した。そして二十三年七月の第一回総選挙を目前に、愛国公党など三派が連携、総選挙で民権派が議席の過半数を獲得すると、民党の統一機運 生まれ、九月に三派は立憲自由党を結成、更に翌二十四年には自由党（立憲自由党を改称）と立憲改進党とが提携した。こうして、基盤となる政治状況の変化 政治活動費 経営圧迫などから、 『東雲新聞』はついに二十四年十月 十日に休刊、そのまま廃刊となった。　
山本梅崖に目を転じる。梅崖自筆『梅崖先生年譜』 （以下『年譜』 ）
には二十三年の九月から十一月のこととして、東雲新聞社 要請を受け、残務処理ながら主筆を務めたとある。以下 梅崖の政治社会方面の活動および東雲新聞社 の関係を軸にその前半生を概観する。　
梅崖（本名は憲）は、嘉永五年（一八五二）土佐藩家老深尾氏の








を示され賛同、檄文「告朝鮮自主檄」を執筆した。しかし「謀略」は未然に露見し、十二月、大井・小林の逮捕 続き梅崖も逮捕された。いわゆる「大阪事件」である。前述のとおり『東雲新聞』紙上には事件関連の記事が掲載されたが、梅崖の様子も「山本憲、安東久次郎の二氏は、いよいよ昨二十四日午前九時過ぎ無事 出獄し両氏とも出迎ひの人々百余名と共にその自宅へ帰りたり」 （二十一年九月二十五日）など詳細に報じられた。民衆の共感と関心とが窺える。　
ところで、この出獄当日の『年譜』に、 「在獄ノ時ヨリ出獄後
 聖










た『東雲新聞』漢詩文欄には逍遥游社の社友が頻出す 。のみならず、左氏珠山「遊妙徳寺同逍遥游社友賦得先韻（評点者：竹渓、秋水、南州、聿山、梅崖） 」 （二十三年三月三〇日
 第六二七号）のよう
















る。梅崖は連載の結びに「虎亭小集詩跋」 （第五九六号）を載せ、世人に警醒を促す漢詩文の意義を述べた。それへの評で南岳は 斯の社にして斯の会有り」と記す。風雅を解す 同社への賛辞だが、 「自主自由の通義に因り尊王愛国の精神を発揚する」 の趣旨へ 賛同が前提にあろう 自由民権に対す 南岳の姿勢が窺えて興味深い。　
さて、梅崖の事跡に戻る。梅崖の在獄中、政界は後藤が大同団結






















































儒教講談会、三月二 日午後七時より、協立学校（東区北久宝寺町一丁目） 、藤澤南岳氏「君子泰而不驕」 左氏撞氏「天」 、
山本憲氏






二丁目） 、 「出席せしは、藤沢南岳、黒阪維奠、本綱善朗、山本憲等の諸氏にして 聴衆は椽側より庭前まで充満し頗 盛会 りしと 」七月二六日（第四六一号
　
④九〇頁）
儒教講談会、七月二七日午後八時より、浪華尋常小学校 東区南久太郎町一丁目） 、本綱善朗「開講一週年」 、波越四郎「儒門之教系」 、左氏珠山「求福不回」 、
藤沢南岳
「知所先後則近道矣」 、 （以下講題未


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（） 『日本立憲政党新聞』については、岡満男「日本立憲政党新聞の三年七カ月―関西随一と評された政論新聞の生涯―」 （ 『評論・社会科学』第九号、同志社大学人文学会、一九七五年）参照。
（
（） 
大阪苦楽府、月曜会については、原田敬一「第一回総選挙後の政治
情勢―月曜会と大阪苦楽府を中心に―」 （ 『鷹陵史学』第二十四号、一
九九八年）参照。
（
（） 
大成会については、矢羽野隆男「大成会の釈奠―藤澤南岳と山本梅
崖と―」 （ 『泊園書院と漢学・大阪・近代日本の水脈』関西大学東西学術研究所研究叢刊
 五十六、二〇一七年）参照。
（
（） 
西田孝司「逍遥游社における藤澤南岳・黄鵠・黄坡」 （ 『泊園』第四
十七号、二〇〇八年）参照。
（
（） 
みな前掲注
（西田論文所載の「逍遥游社姓名簿」に見える。
